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C.6。 「図形データ処理システムについて」

相 馬   嵩  (理 化学研究所情報科学研究室 )

此の報告では ,最近発表された図形デー タ処理に関する三つの論文
1),2),3)を

簡単に紹介

すると同時に ,現在我々の研究室で検討を進めている図形データ処理システムについて述べる .

文献 2)に も述べてあるが ,I:圏形処理の方法は次の二つに分けることができる。(a)パターンの

発生 ,(b)パ ター ンの処理 ,(c)パ ターンの認識 .文献 1)は (cに つ tハ て ,文献 2)は (a)と (b)につ

いて ,又文献 3)は図形の入出力としての displayシ ステムについて述べてある .

1)Digital incremental plotting

I)igital in c rernen tal plotting の al go rit hrnは  pattern gene―

ratOrの設計と密接な関係がある。この algorithmの基本的な考え方には次の二つがあ

る。(a)微分方程式の解 として曲線をあらわし ,適当な初期条件のもとでそれを解くことにより

求める曲線を発生する。(b)二つの曲面の交わりとして曲線をあらわしその境界を追跡することクα:

って曲線観 生する (b)は更に函数値の差分を利用する磁之,ヒスいものうもる.ralb)いずれの方式とも

line generatOrの hardWareに もちいられている。ここでは二三の al gQlr it hm7,‐ノ

を紹介 し,それらの,hardWareと しての実現方法について検討 してみることにする。

2)Parallcl pattern processing              i

図形処理は ,原理的には絵素の数だけの入力数をもつ組合せ論理回路によつて記;izl,で きるは

ずである。実際には ,う FObcの分解能と操作の作用領域との適当な組合せを選んで処理をお

こなつている。Nearest neighbOrに よる local operation もその一つである。

更に処理能力をあげるために ,こ れらの操作を並列におこなう方法が ,い てつか提案されてい

る。第 1図 もその一つである.CPUに は二台の図形処理用channel が接続されている。

Channel lは ,1000X1000の 絵素をとりあつかうもので ,光学的処理と ,逐次処理の

二段の処理をおこなつている ti ce s は fast di によつて一

早ざ菱聟型亀変:性I整些二〕型聟戦二21´.■2_上ので,これにはmagnify,demagnify,

fo cus,defocus,displace,muitiply(flyt eye lensに よる ),
superposeな どの操作が含まれる。これらの操作に対するパ ラメ、三夕は制御信号によつて

変えることができる。処理された像はsic anく onverterに よつて sequentialな 信号
に変換され sequential process unitに お くられる。 scan― cO nve rterは

二組あり ,electronic shutterの 操作により交互に切替て使用する。 Sequen tial
prOcess unit には pattern一 枚分のmemoryが ある.それは scan― c o n ttrter

と同期 して読出しがおこなわれ ,それ らの間での演算結果が出力に送 られる。出力回路には ,
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画面を分割して使用するときのためにdistributer とい くつかの output register
が備わつている。演算には digital信 号に対してAnd,Or,Exclusive Orな どが

ある.一方 half― toneの analog信 号に対 しては ,両 出力の積を積分し ,その結果を
A/D変 換する回路がある。又このシステムには直接図形入力のために ,Opti cal
processの 入力として ,slide prOjectOr, とカメランンズがあり ,それらを切

替ぇて使用できるようになつている。 fast display以 外の部分は全体で数組用意し ,
それらを並列に動作させるようになつている。Channe1 2は 高精度の film解析をおこな

うシステムで ,それに使用するための表示管は分解能及び絶対精度として 10-3～ 10_4が要

求される。現在これを目標に新 しい表示管の開発を試みている。

3)Time shared graphic systcm

00mputer graphicsの 有用性 と ,その広い応用については既に多〈の人によつて指

摘されている。しかしその普及を妨げている大 きな原因は ,その経済性の問題にある。我々は ,

現在のTS S terminalと 同程度の graphic terminalの 開発を目標に研究む饉め
ている。一口に graphic systemと いつても ,その使用 目的 ,環境 によつていろいろな

段階のものが考えられるが ,我々は有線テレビc hannelを使つたテレビ方式の graphic

diSplay terminalを 考ぇている。これの一つの実現方法としては 2)で述べた
parallel pattern processing systemに おいて各 process unitに

T.V.display装 置を附加することである。これと同様なシステムが文献 3)に も述べら
れている。ここでは もう少し一般的に ,このようなシステムの開発目標をどこにおけばよいか

ということについて少し検討してみたい。

第 2図にそのプロツク図を示す .図中 pattern generatorは D―A cOnverter

の他に vectorigeneratOr,line generatOr,character generatOr

などを含む .こ れは現在既にもちいられている もの又はその speed upし たものを考えれば

よい・ Image converterは pattern generatorで 発生した図形信号を ,日麿
方式のテンピ信号に変換するはたらきをもつもので ,fast randOm Writツくdestruc tive
Sequential readと いう特性をもつたmemoryで ある。現在の技術をつか うならば

前述の scan―c6nvertorの 他に cOre memOryが 考えられる。容量は ,103x103
bit程 度必要である。、Display memOryは 各 terminalに 一台ず?備わつ ていて ,
現在表示 しているpatternを 記憶するものであり ,テ レビ走査と同期 してその内容を読出

す sequential memO.ryで ある。これには drum又は diskが 利用できる。これによ
つて refreshの ために pattern generatorを 使 う必要がなくなり ,一台の pattern
generatorを 32台の termin alが shareす ることになる.これ ら二つのmemory
に共通 していぇることであるが ,図形という非常に redundantな 情報を記憶することから,
必ず しも最高の reliabilityを 要求 しないことである.このことはT.V方式の display

とも関連 して電子 ピーム走査による静電記憶方式 memo ryの revivalめ 可能性が ,十分あ
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ることを意味する。我 は々この線にそつて研究を進めている段階である.Displayに は普通

の広帯域テレビを考ぇている.Lightpenに ついては diSplayが 走査方式なので非常に

簡単に座標を読みとることができる。KeybOardに ついては light button又 は

light keyに よる方式の他に ,原理は同じであるが ,第 3図 に示すような普澤のタイプラ

イターを利用する方式 も考えている。

最後に御指導いただいた高橋前主任及び後藤主任に ,又討論していただいた小野研究員に感

謝の意を表します。
f

上
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